
Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェ
ア設置ガイド

最終更新：2026年 6月 24日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ド
キュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照くだ

さい。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS.

THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED WITH
THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED WARRANTY,
CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY.

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

NOTWITHSTANDING ANY OTHER WARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED “AS IS" WITH ALL FAULTS.
CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OR ARISING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE, OR TRADE PRACTICE.

IN NO EVENT SHALL CISCO OR ITS SUPPLIERS BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, SPECIAL, CONSEQUENTIAL, OR INCIDENTAL DAMAGES, INCLUDING, WITHOUT
LIMITATION, LOST PROFITS OR LOSS OR DAMAGE TO DATA ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THIS MANUAL, EVEN IF CISCO OR ITS SUPPLIERS
HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

Any Internet Protocol (IP) addresses and phone numbers used in this document are not intended to be actual addresses and phone numbers. Any examples, command display output, network
topology diagrams, and other figures included in the document are shown for illustrative purposes only. Any use of actual IP addresses or phone numbers in illustrative content is unintentional
and coincidental.

All printed copies and duplicate soft copies of this document are considered uncontrolled. See the current online version for the latest version.

Cisco has more than 200 offices worldwide. Addresses and phone numbers are listed on the Cisco website at www.cisco.com/go/offices.

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a
partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

© 2021–2026 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


目次

安全上の警告 1第 1 章

標準の警告文 1

個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項 3

モジュールの脱着の安全上の注意事項 3

電気機器の安全な取り扱い 4

電源モジュールに関する考慮事項 7

電源接続に関するガイドライン 7

DC電源システムのガイドライン 7

AC電源システムのガイドライン 7

電力損失の防止 8

ESDによる損傷の防止 8

Cisco NCS 540低密度ルータの概要 11第 2 章

ネットワークインターフェイス 12

Cisco NCS 540低密度ルータの機能 14

仕様 17

インターフェイス名 17

外部アラーム入力 20

エアープレナム 20

コンソール 21

USBコンソール 21

活性挿抜（OIR） 21

サポート対象トランシーバモジュール 22

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
iii



設置の準備 23第 3 章

一般的な注意事項 23

設置環境のチェックリスト 24

環境要件 24

エアーフローに関するガイドライン 25

設置場所の電源に関する注意事項 29

設置場所のケーブル配線に関する注意事項 29

工具および機器 30

設置場所の準備 31

作業者の準備 33

ルータ取り付け用ラックの準備 33

キャビネットの選択に関する注意事項 34

Cisco NCS 540低密度ルータの開梱 35

デバイスの設置 39第 4 章

ラックの互換性 39

ラックタイプ 40

ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ 42

ラックマウント 42

エアープレナム付きの N540-6Z18G-SYS-A/Dルータの設置 51

壁面マウント 58

エアーフィルタの取り付け（N540X-SMALL-SF） 59

エアーフィルタ（N540X-SMALL-AF）を取り付ける（前面および側面図） 61

デバイスの接地 70

AC電源ケーブルの取り付け 73

AC電源モジュールの有効化 74

DC電源ケーブルの取り付け 75

DC電源モジュールの有効化 77

ポート接続に関する注意事項 77

コンソールポートへの接続 78

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
iv

目次



管理イーサネットポートへの接続 81

タイミングケーブルの接続 81

GPSインターフェイスへのケーブルの接続 82

N540X-6Z6G-SYSルータのファントレイを交換します。 83

トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し 85

SFPモジュールの取り付けおよび取り外し 85

インターフェイスポートの接続 89

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス 90

付録 91第 5 章

LED 91

ルータの LED 91

ファンアセンブリの LED 94

電源ステータス LED 94

LEDの組み合わせ 94

SFPおよび SFP+ポートの LED 95

管理ポートの LED 95

システムの仕様 96

重量および消費電力 96

環境仕様 96

温度制限 96

EMC準拠 97

RJ45コネクタ 98

トランシーバおよびケーブルの仕様 98

RJ-45 ToDまたは 1-PPSポートのピン割り当て 99

コンソールポートのピン割り当て 99

アラームポートのピン割り当て 100

USBポートコンソールのピン割り当て 101

USBポートメモリのピン割り当て 101

管理イーサネットポートのピン割り当て 102

GPSポートのピン配置 102

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
v

目次



AC電源コードの仕様 103

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
vi

目次



第 1 章

安全上の警告

この配布資料には、このシャーシの取り扱いに必要な安全上の警告が記載されています。シャー

シをインストールまたは使用する前に、この安全上の警告を確認し、負傷や機器の損傷を避け

てください。

各国語で記された安全上の警告については、『Regulatory Compliance and Safety Information —
Cisco NCS 500 Series Routers』を参照してください。

安全上の警告は、次の各セクションにまとめられています。

•標準の警告文（1ページ）
•個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項（3ページ）
•モジュールの脱着の安全上の注意事項（3ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（4ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項（7ページ）
• ESDによる損傷の防止（8ページ）

標準の警告文

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告
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ステートメント 407 -日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

〈製品使用における安全上の注意〉

www.cisco.com/web/JP/techdoc/index.html

接続ケーブル、電源コードセット、ACアダプタ、バッテリなどの部品は、必ず添付品または

指定品をご使用ください。添付品・指定品以外をご使用になると故障や動作不良、火災の

原因となります。また、電源コードセットは弊社が指定する製品以外の電気機器には使用

できないためご注意ください。

（注）

ステートメント 1015—バッテリの取り扱い

火災、爆発、または可燃性液体やガス漏れのリスクを軽減するには：

•交換用バッテリは元のバッテリと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使
用してください。

•分解、粉砕、破壊、鋭利な道具を使った取り外し、外部接点のショート、火中への廃棄は
行わないでください。

•バッテリがゆがんだり、膨らんだりしているときは使用しないでください。

警告

ステートメント 1017 -立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告
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ステートメント 1047：過熱の防止

システムの過熱を防ぐため、周囲温度が推奨範囲の最大値である–40～149 °F（–40～65 °C）、
または N540-6Z18G-SYS-A/Dの場合は 0～ 50°Cを超える場所ではシステムを使用しないでく
ださい。

警告

ステートメント 1049 -ラックの設置

身体に傷害を負うリスクを軽減するために、シャーシは建物に恒久的に固定されたラックに取

り付けてください。

警告

個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項
安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。したがっ

て、注意する必要があります。

•システムを移動する前に、必ずすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•取り付けの前後は、シャーシの周辺をできるだけ埃のない清潔な状態に保ってください。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。

•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。

•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

モジュールの脱着の安全上の注意事項
シャーシで作業をする場合は、次の安全上の注意事項に従ってください。

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1008 -クラス 1レーザー製品

クラス 1レーザー製品です。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

（注）

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。

警告

電気機器の安全な取り扱い

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告
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ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1028 -複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す

べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 2004 -アース線機器

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、迅速に電源をオフ
にすることができます。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン遮断器をオフにし、電源端子ブロックのケー
ブルを取り外します。

•次のときはすべての電源を切断してください。

•電源付近で作業する場合

•デバイスシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り
外しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•電気事故が発生し、負傷しなかった場合は、次のように対処してください。

•負傷しないよう注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•必要に応じて、医学的な配慮を行ってください。

電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルには接続されている機器を取

り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。
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電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の入力電源があります。入力電源は、UL
60950-1、UL 62368-1、CSA 60950-1、CSA 62368-1、EN 60950-1、EN 62368-1、IEC 60950-1、
および IEC 62368-1規格の安全超低電圧（SELV）要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の 2極 DC遮断器で保護します。電源装置の入力定格および地域または国の
規定に適合するサイズの遮断器を使用してください。

•遮断器は切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

•機器の各給電部が異なる電源に接続されていることを確認します。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•各シャーシの電源装置に専用の分岐回路が付いていることを確認してください。

•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの遮断器を使用してくだ
さい。

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
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•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

デバイスへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力電源の損失を防止するために、電源装置に供給する各回路の最大負荷が配線およびブ
レーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、デバ
イスなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパターンによって入力

電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

デバイスの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

ESDによる損傷の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•デバイスが電気的に接地されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定してください。

これらの器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供

し、バスコネクタを確実に固定させるために必要です。

•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外してください。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。
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•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。

•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。1～ 10 MOhmの値を維持します。
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第 2 章

Cisco NCS 540低密度ルータの概要

Cisco NCS 540低密度ルータは、温度耐性に優れた固定ポート 1ラックユニットフォームファ
クタルータです。IOS XRベースのセルサイトルータであるこのルータは、シスコの 5G向け
コンバージド SDNトランスポートを、これまでにない最小の設置面積のセルサイト（CSR）/
ネットワークインターフェイスデバイス（NID）/顧客宅内機器（CPE）としてネットワーク
エッジに拡張します。

このドキュメントには、次の小規模な密度ルータのバリアントが含まれています。

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540X-4Z14G2Q-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z6G-SYS

ルータの機能と利点の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Small Density
Router Data Sheet』[英語]を参照してください。

Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/D、N540X-8Z16G-SYS-A/D、N540X-4Z14G2Q-A/D、および
N540X-6Z6G-SYSルータのバリアントには、以下のコンポーネントが含まれています。

• PSUはコンフォーマルコーティングされています。PSUは固定され、取り外しできませ
ん。デュアル電源（ACおよび DC）は、ルータ内部に設置されています。

•マザーボードはコンフォーマルコーティングされていません。

Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/Dルータはコンフォーマルコーティングされていません。（注）

Cisco N540X-6Z6G-SYS低密度強化ルータには、1+1の冗長性をサポートするフィールド交換
可能なPSUと、1+nファンの冗長性をサポートする交換可能なファントレイがあります。Cisco
N540X-6Z6G-SYSには、1 Gbpsのデータレートをサポートする 6つの 1G SFPポートと、1ま
たは 10 Gbpsのデータレートをサポートする 6つのデュアルレート SFP+ポートが含まれてい
ます。
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PSUの冗長性損失アラーム：

電源モジュール（PM）のいずれか（PM0または PM1）に適切な入力フィードが適用されてい
ない場合、PSUの冗長性損失アラームが生成されます。アラームは、PM0または PM1の出力
が適切でない場合にも生成されます。これは、固定PSUを備えたCiscoN540X-6Z18G-SYS-A/D、
N540X-8Z16G-SYS-A/D、および N540X-4Z14G2Q-A/Dルータに適用されます。

PM0に障害が発生し、PSUの冗長性が失われた場合は、次のアラームが発生します。

•電源モジュールの一般的な障害

•電源モジュールエラー

•電源グループの冗長性の損失

•ネットワークインターフェイス（12ページ）
• Cisco NCS 540低密度ルータの機能（14ページ）
•仕様（17ページ）
•インターフェイス名（17ページ）
•外部アラーム入力（20ページ）
•エアープレナム（20ページ）
•コンソール（21ページ）
•活性挿抜（OIR）（21ページ）
•サポート対象トランシーバモジュール（22ページ）

ネットワークインターフェイス
Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/DおよびN540X-6Z18G-SYS-A/Dルータには、次のネットワークイ
ンターフェイスがあります。

• 18 X 1G SFP+ポート

• 6 X 1G/10G SFP+ポート

Cisco N540X-8Z16G-SYS-A/Dルータには、次のネットワークインターフェイスがあります。

• 8 X CSFPポート

• 4 X SFP+ポート

• 4 X銅線ポート

• 8 X 1/10GSFP+ポート

Cisco N540X-4Z14G2Q-A/Dルータには、次のネットワークインターフェイスがあります。

• 4 X 1G/10G SFP+ポート

• 2 X 25G SFP28ポート

• 4 X銅線ポート/SFPポート
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• 10 X 1G SFPポート

Cisco N540X-6Z6G-SYS-A/Dルータには、次のネットワークインターフェイスがあります。

• 6 x 1G SFPポート

• 6 X 1G/10G SFP+ポート

図 1 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-Aルータ

図 2 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-Dルータ

図 3 : Cisco N540X-8Z16G-SYS - Aルータ

図 4 : Cisco N540X-8Z16G-SYS - Dルータ

図 5 : Cisco N540X-4Z14G2Q-Aルータ

図 6 : Cisco N540X-4Z14G2Q-Dルータ
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図 7 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-Aルータ

図 8 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-Dルータ

すべてのポートのシャーシが識別しやすいように色分けされています。たとえば、10G SFP+
ポートはピンク、1G SFPポートは青、25Gポートは黄色で表示されます。

（注）

図 9 : Cisco N540X-6Z6G-SYSルータ

Cisco NCS 540低密度ルータの機能
図 10 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/Dルータのコンポーネント（正面図）

10MHz（入力または出
力）

2AC電源入力1

USB 2.0 MEMポート4USBコンソール3

アラームポート6管理ポート5
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10G SFPポート（ポー
ト 18〜 23）

81Gポート（ポート 0
〜 17）

7

ステータス LED10コンソールポート9

1 PPS入力/出力ポート12Time of Day（TOD）
ポート

11

図 11 : N540X-8Z16G-SYS-A/Dルータポートと LEDの詳細（正面図）

10MHz（入力または出
力）

1 PPS入力/出力ポート

2AC電源入力1

管理ポート

アラームポート

4USBコンソール

USB 2.0 MEMポート

3

4 X 1G SFPポート
（ポート 4〜 7）

64 X Cuポート（ポート
0〜 3）

5

8 X 1/10G SFP+ポート
（ポート 24〜 31）

88 X 1G SFPポート
（ポート 8〜 23）

これらのケージでは、

各ケージの開口部に 2
つのポート名がついて

いるため、ポートの総

数は 8 X 2 = 16（ポー
ト 8〜 23）です。

これらのケージで

CSFP光モジュールを
使用することもできま

す。

7
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図 12 : N540X-4Z14G2Q-A/Dルータポートと LEDの詳細（正面図）

10MHz（入力または出
力）ポート

1 MHz（入力または出
力）ポート

2AC電源入力1

管理ポート

アラームポート

TODポート

CONSポート

4USBコンソール

USB 2.0 MEMポート

3

10X 1G SFPポート（4
〜 13）

61G銅線/SFPコンボ
（ポート 0〜 3）

5

2X 25G SFP28ポート
（18〜 19）

84X 1G/10G SFP+ポー
ト（14〜 17）

7

図 13 : Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/Dルータポートと LEDの詳細（正面図）

USBコンソール2AC電源入力1

アラームポート4USB 2.0 MEMポート3

10G SFPポート（ポー
ト 18〜 23）

61Gポート（ポート 0
〜 17）

5
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コンソールポート8ステータス LED7

--管理ポート9

図 14 : Cisco N540X-6Z6G-SYSルータポートと LEDの詳細（正面図）

10MHz（入力または出
力）ポート

1 PPS入力/出力ポート

2モジュール型または冗

長（AC + DC同時給
電）電源入力

1

管理ポート

アラームポート

電源ポート

ファンアラームポート

4USBコンソール

USB 2.0 MEMポート

3

10G SFP+ポート
（ポート 6～ 11）

61G SFPポート（ポー
ト 0〜 5）

5

仕様
ルータの物理仕様、温度、およびその他の詳細については、『Cisco Network Convergence System
540 Small Density Router Data Sheet』[英語]の「Cisco NCS 540 chassis specification」を参照して
ください。

インターフェイス名
次の表に、Cisco N540X-8Z16G-SYS-A/D、N540X-4Z14G2Q-A/D、およびN540X-6Z18G-SYS-A/D
ルータのインターフェイスの名前を示します。
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表 1 :ポート番号付け

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）1Gポート
（SFP）

0/18～ 0/230/0～ 0/17

interface-path-idは rack/slot/module/portです。値を区切るスラッシュ（/）は、表記の一部とし
て必須です。

• GigE — 0/0/0/0〜 0/0/0/17

• TenGigE — 0/0/0/18〜 0/0/0/23

デュアルレート機能は、サポート対象の SFPでのみサポートされます。（注）

表 2 :ポートの最大数

ポート番

号

ポートの最大

数

Category

0/0～ 23241GE

0/18-23610GE

次の表に、N540X-8Z16G-SYS-A/Dルータのインターフェイス名を示します。

表 3 :ポート番号付け

1G/10Gデュアルレート
SFP+ポート

1G SFPポート（CSFP
を含む）

1G SFPポート1G銅線ポート

0/24～ 0/310/8〜 0/23*0/4〜 0/70/0～ 0/3

*ポート 9、10、13、14、17、18、21および 22は、CSFP光モジュールでのみ有効です。

interface-path-idは rack/slot/module/portです。値を区切るスラッシュ（/）は、表記の一部と
して必須です。

• GigE — 0/0/0/0〜 0/0/0/23（ポート 9、10、13、14、17、18、21および 22は CSFP光ファ
イバでのみ有効）

• TenGigE — 0/0/0/24～ 0/0/0/31
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表 4 :ポートの最大数

ポート番

号

ポートの最大数Category

0/0～ 0/341GE銅
線

0/4～ 0/2320（CSFPポートを含
む）

1GE
SFP

0/24～
0/31

810GE

次の表に、N540X-4Z14G2Q-A/Dルータのインターフェイス名を示します。

表 5 :ポート番号付け

25G SFP28ポート10G SFP+ポート1G SFPポート1G銅線/SFPコンボ
ポート

0/18および 0/190/14～ 0/170/4〜 0/130/0～ 0/3

• 1GEコンボ：0/0/0/0～ 0/0/0/3

• 1GE SFP：0/0/0/4～ 0/0/0/13

• 10GE：0/0/0/14～ 0/0/0/17

• 25GE：0/0/0/18～ 0/0/0/19

表 6 :ポートの最大数

ポート番号ポートの最大

数

Category

0/0～ 0/13141GE

0/14～ 0/17410GE

0/18および
0/19

225GE

N540X-6Z6G-SYS

次の表に、Cisco N540X-6Z6G-SYSルータのインターフェイスの名前を示します。
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表 7 :ポート番号付け

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）1Gポート
（SFP）

0/6～ 0/110/0～ 0/5

interface-path-idは rack/slot/module/portです。値を区切るスラッシュ（/）は、表記の一部とし
て必須です。

• GigE— 0/0/0/0～ 0/0/0/5

• GigE/TenGigE— 0/0/0/6～ 0/0/0/11

デュアルレート機能は、サポート対象の SFPでのみサポートされます。（注）

表 8 :ポートの最大数

ポート番

号

ポートの最大

数

Category

0/0 - 11121GE

0/6 - 11610GE

外部アラーム入力
このルータは、前面パネルの RJ-45ジャックを介して 4つのドライ接点アラーム入力をサポー
トします。

• [NormallyOpen]：アラーム回路に電流が流れておらず、電流が流れるとアラームが生成さ
れることを示します。

各アラーム入力はクリティカル、メジャー、またはマイナーとしてプロビジョニングできま

す。

エアープレナム
エアープレナムまたはエアーバッフルアセンブリは、ユニットのエアーフローのパターンを変

更するために使用します。ルータにプレナムを取り付けると、エアーフローのパターンは前か

ら側面ではなく、前から後ろへと変更されます。前から後ろへ向かうエアーフローのパターン

は、前面が涼しく、背面が熱くなる、ラックの設置ベイを提供します。プレナムを取り付ける

方法については、「エアープレナムへのシャーシの取り付け」を参照してください。
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システムの動作温度は摂氏 50度に制限されています。エアープレナムは、前から側面から、
前から後ろに方向を変更します。

（注）

エアープレナムは、Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータバリアントでのみ使用できます。

コンソール
RS232コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供します。

USBコンソール
ルータの前面パネルにある 1つの USB 2.0タイプ Aレセプタクルが、uboot、Cisco IOS-XR、
および診断へのコンソールアクセスを提供します。このレセプタクルはタイプAコネクタを使
用しますが、外部ホストコンピュータへの接続のみを対象とした USBペリフェラルとして機
能します。このインターフェイスでは、標準の USBケーブルではなくタイプ Aからタイプ A
へのコネクタを使用する必要があります。

この USBコンソールと RS232コンソールポートを同時に使用することはできません。このイ
ンターフェイスでは、タイプ Aからタイプ Aへの USBケーブルを使用する必要があります。
USBケーブルを挿入してホストコンピュータに接続すると、USBを使用してのみコマンドを
入力できます。

（注）

活性挿抜（OIR）
ルータは、次のホットスワップ（OIR）操作をサポートします。

• SFPが取り外された場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はありません。

• SFPが取り付けられている場合、システムは現在の設定に基づいて操作用のポートを初期
化します。挿入されているSFPがそのポートの現在の設定に対応していない場合、ポート
は設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。
または、1つのPSUで負荷全体をサポートすることもできます。電源が動作していない場
合や、入力ケーブルが取り外されている場合、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引

き継ぎます。

•電源モジュールは固定され、取り外すことはできません。
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サポート対象トランシーバモジュール
サポート対象のトランシーバーモジュールの詳細については、『Transceiver Module Group (TMG)
Compatibility Matrix』[]英語を参照してください。[Begin your Search]検索ボックスに、キー
ワードを入力し、Enterを押します。
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第 3 章

設置の準備

Cisco NCS 540を設置する前に、設置場所を準備する必要があります。

場所の準備には、次の作業が含まれます。

•一般的な注意事項（23ページ）
•設置環境のチェックリスト（24ページ）
•環境要件（24ページ）
•エアーフローに関するガイドライン（25ページ）
•設置場所の電源に関する注意事項（29ページ）
•設置場所のケーブル配線に関する注意事項（29ページ）
•工具および機器（30ページ）
•設置場所の準備 （31ページ）
•作業者の準備 （33ページ）
•ルータ取り付け用ラックの準備（33ページ）
•キャビネットの選択に関する注意事項（34ページ）
• Cisco NCS 540低密度ルータの開梱（35ページ）

一般的な注意事項
シャーシの使用および取り扱いについては、次の一般的な注意事項を守ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源の近くに置かないでください。また、通気口
をふさがないでください。

•コンポーネントの上に食べ物や液体をこぼさないでください。また、水気のある環境で本
製品を操作しないでください。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も乗っていな

いことを確認してください。
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•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置環境のチェックリスト
次のチェックリストを使用して、設置場所の準備作業をすべて実行してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。

•設置場所の空調システムで、シャーシの発熱量に対応できる。

•シャーシを配置する部分の床がシステムの重量に耐えられる。

•設置場所の供給電力が電気製品を扱う場合の要件に適合している。

•シャーシに電力を供給する電気回路が電源要件に適合している。

• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線とケーブル接続の制限が考慮されてい
る。

•シャーシのイーサネットケーブル接続距離が規定された制限の範囲内である。

•シャーシの設置を予定している装置ラックが、規定された要件に適合している。

•ラックの場所を決める際は、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフロー
の要件を考慮する。

環境要件
シャーシの環境モニタリングは、過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネ

ントを保護します。正常なシステム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設

置作業を行う前に、設置環境の条件を整えておく必要があります。設置が完了したら、環境特

性が満たされていることを確認します。

外部プラントを設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）する場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の反応性要素からシャーシを保護する必

要があります。ユニットは完全に密閉されたエンクロージャまたはキャビネットに設置するこ

とをお勧めします。このようなキャビネットの例には、Telecordia GR487に準拠した熱交換器
を備えた IP65キャビネットが含まれます。温度は –40 ºC～ 65 ºCの範囲に保つ必要がありま
す。これは、Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/D、N540X-8Z16G-SYS-A/D、N540X-4Z14G2Q-A/D、
および N540X-6Z6G-SYSルータのバリアントに適用されます。

Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータは、0～ 50 ℃ の動作温度をサポートします。
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エンクロージャによって天候と環境の直接的な影響から保護されている空間内にデバイスを配

置します。

エアーフローに関するガイドライン
冷気は、ルータの左側に取り付けられているファンによってルータを循環します。内部ファン

は、通気口から冷えた空気を取り込み、ルータに空気を循環させることにより、内部コンポー

ネントの正常な動作温度を維持します。

十分なエアーフローを確保するには、次の図に示すように常に最小の空間距離を常に保つこと

をお勧めします。

•前面の空間：5インチ（12.7 cm）

•背面の空間：0.5インチ（1.27 cm）

•側面の空間：3インチ（7.62 cm）

図 15 :通気用スペース（上面図）
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図 16 :通気用スペース（側面図）
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図 17 :右から左への通気（側面図）

図 18 : Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータの前から左への通気（側面図）
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表 9 :エアーフローに関するガイドライン

空間フローの方

向

ルータ

吸気口と排気口の両方向で少なくとも3インチ（7.62mm）
必要です。

右から左N540X-6Z18G-SYS-A

N540X-6Z18G-SYS-D

吸気口と排気口の両方向で少なくとも3インチ（7.62mm）
必要です。

右から左N540X-8Z16G-SYS-A

N540X-8Z16G-SYS-D

吸気口と排気口の両方向で少なくとも3インチ（7.62mm）
必要です。

右から左N540X-4Z14G2Q-A

N540X-4Z14G2Q-D

吸気口と排気口の両方向で少なくとも3インチ（7.62mm）
必要です。

前から左N540-6Z18G-SYS-A

N540-6Z18G-SYS-D

吸気口と排気口の両方向で少なくとも3インチ（7.62mm）
必要です。

前面から背

面

N540X-6Z6G-SYS

次の点に注意してください。

•ルータと他のデバイスを背中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低10cm（3.9
インチ）のエアーフロー空間を確保してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•接地場所は、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファンに詰ま
る傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが低下する

ため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。機器がラックの下部近くで放熱し、上

部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにルータを設置する場合は、ラックフレームが排気ファンをふさがないよ
うにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•ルータの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、ルータを設置しないでくだ
さい。ルータ内をどのように空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向は

前面から背面であり、ルータ側面の取り入れ口から周囲の空気が取り込まれます。
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設置場所の電源に関する注意事項
シャーシには、電源および電気配線についての固有の要件があります。これらの要件を満たす

ことによって、信頼できるシステム動作が保証されます。シャーシの設置場所の電源を準備す

るときは、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源のオプションは、2番目の同一種類の電源を提供して無停電電源を確保します。

•それぞれの電源装置を個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外部配線
に不具合があったり、遮断器が落ちたりした場合、システム全体の電力が失われることに

なります。

•入力電力の損失を防ぐため、各回路上の最大負荷は配線とブレーカーの定格電流の範囲内
となるようにしてください。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーン電力が供給され
るようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータには単一の電源装置があります。（注）

設置時に 4KVコモンモードおよび 2KV異モードより高い電力サージが発生する可能性がある
場合、ルータに外部サージ保護デバイスが必要です。保護デバイスがない場合、ルータが損傷

する可能性があります。Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータの場合、2KVコモンモードと 1KV
ディファレンシャルモードがサポートされます。

注意

シャーシの設置は、適用可能なすべてのコードに準拠する必要があり、銅の導体のみでの使用

が認可されています。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要がありま

す。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。シャー

シアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、6 AWGゲー
ジのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

設置場所のケーブル配線に関する注意事項
ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。
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•ルータをネットワークに接続できるように設置場所を準備する際は、次のことを考慮して
ください。

•各コンポーネントに必要なケーブルのタイプと、ケーブルの制限事項。

使用できるケーブルタイプは光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペ

ア、シールドなしツイストペアです。

•シグナリングの距離制限、電磁干渉（EMI）、およびコネクタの適合性。

•トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器。

•ルータを設置する前に、ほかに必要なすべての外部機器およびケーブルを手元に用意して
ください。これらの機器およびケーブルの発注については、シスコのカスタマーサービス

担当者にお問い合わせください。

•ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも
左右されます。

•信号タイプ

•信号速度

•伝送メディア

•次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速
度および距離です。ルータを設置する前に、この情報を参考にしてネットワーク接続のプ

ランニングを行ってください。

•配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落
雷の影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルス

により、電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談

してください。

工具および機器
デバイスとそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ

•静電気防止用マットまたは静電気防止材

• No.1および No.2プラスドライバ

•デバイスを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ

•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成に基づく）
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•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハブ、
スイッチ、または PC

• 115200ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、および 2ストップビッ
トを設定したコンソール端末

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル

•最大トルクが 30ポンドフォース/平方インチ（0.02重量キログラム/平方ミリメートル
（kgf/mm2））のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具

• 6 AWGと 14 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ

•メジャーおよび水準器

•アース線をデバイスに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69ニュートン
メートル）のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

設置場所の準備
ここでは、シャーシを収容する建物を適切にアース接続する方法について説明します。
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図 19 :アース接続されたラックルームのある建物
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作業者の準備
ここでは、密閉された静電気防止用袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明

します。次の図では、手首に静電気防止用ストラップを付けて、もう1本のストラップの端を
アースに接続する方法について説明しています。静電気防止用リストストラップは、担当者の

静電気を制御する主要な手段です。

注：これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合

があります。

図 20 :静電気防止用ストラップの着用

ルータ取り付け用ラックの準備
標準的な水平取り付けレールの付いた2支柱標準ラックにシャーシを取り付けます。ラックに
シャーシを取り付ける前に、以下の手順を実行することを推奨します。

手順

ステップ 1 シャーシを取り付けるラックを設置します。ラックがアース接続されていることを確認します。

ステップ 2 ラックを床面に固定します。

床面にラックをボルト固定するには、フロアボルトキット（アンカー埋め込みキットとも言う）が必要で

す。床面にラックをボルト固定する方法の詳細については、フロア取り付けキットを専門に扱っている会
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社（Hilti社（詳細についてはHilti.comを参照）など）に相談してください。フロア取り付けボルトにアク
セス可能なことを確認します（特に、年に 1度のボルトのトルク調整時）。

キャビネットの選択に関する注意事項
制御された環境への設置を目的とした装置には、年平均の汚染レベルが指定されています。換

気型のキャビネットまたはラックは、汚染レベルが許容限度内で維持されている場合に使用で

きます。

外部プラント（OSP）エリアへの設置を目的とした装置には、IP65または IP66保護、および
低レベルの年間平均汚染濃度を満たす、熱交換器付きの密閉型キャビネットが必要です。

換気型のキャビネットおよびラックは、OSPアプリケーションには推奨されません。（注）

表 10 :屋内および屋外の設置に適したキャビネットタイプ

屋外の設置に適しているか屋内の設置に適しているかキャビネットタイプ

非対応対応前面扉および背面扉が付いて

いないオープンラック

非対応対応吸気口およびファンに一般的

なエアーフィルタを備えた換

気型のキャビネット

対応対応NEMA -4または保護を満たす
密閉型キャビネット（熱交換

器付き）

対応対応NEMA -4または IP65保護を満
たす密閉型キャビネット（空

調機器付き）

環境汚染の許容限度

屋外および屋内環境での汚染濃度レベルは、NEBS GR-63-CORE Issue 5 Dec 2017の表 2.3と表
2.4のそれぞれに記載されている汚染レベル未満とする必要があります。汚染の濃度が高いと、
装置のライフタイムに悪影響が及びます。

許容される温度と湿度

許容される温度および湿度の最大レベルは、データシートに記載されている値の範囲内である

必要があります。結露が発生する可能性がある場所や、海、川、大きな池の近くなど、装置が

長期間にわたって高湿度にさらされる場所に設置しないでください。
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腐食性の高い環境への設置

腐食性の高いエリアへの設置は推奨されません。腐食性の高いエリアの例として、海岸、交通

量の多い車道から 10 m未満の場所、産業汚染の多いエリアなどがあります。

環境汚染の定期的な測定

汚染濃度を定期的に確認することをお勧めします。装置の汚染濃度レベルが高くならないよう

に、必要な保護を行う必要があります。

Cisco NCS 540低密度ルータの開梱
シャーシパレットの周りに、開梱するのに十分なスペースがあることを確認します。

1. アクセサリトレイと梱包材を取り外します。

2. 梱包材は脇に丁寧に置いておきます。

コンポーネントの製品を返品する必要がある場合に備え、梱包材は保存しておいてください。ヒント

これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合があ

ります。

（注）
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図 21 :デバイスの開梱

フォームエンド

キャップ

2通常のスロット型コ

ンテナ（配送ボック

ス）

1

製品の前面後部4波形キャップ（前

面）

3

アクセサリトレイ6製品の背面後部5
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Cisco N540X-6Z18G-SYS-A/D、N540X-8Z16G-SYS-A/D、N540X-4Z14G2Q-A/Dおよび
N540-6Z18G-SYS-A/Dルータのバリアントには、次のアクセサリキットが含まれています。

表 11 :アクセサリキット

アクセサリキットカテゴリ

N540-RCKMT-19-ACA

N540-RCKMT-19-ACD
19インチラックマウントブラケット

N540-RCKMT-23-ACA

N540-RCKMT-23-ACD
23インチラックマウントブラケット

N540-RKMT-ETSI-ACA

N540-RKMT-ETSI-ACD
ETSIラックマウントブラケット

N540-CBL-BRKT-ACケーブル管理ブラケット

N540-6Z18G-PL-E

N540-6Z18G-PL-E=
（Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータにのみ適用）プレナムおよびETSI
ラックマウントブラケット

N540-6Z18G-PL-23

N540-6Z18G-PL-23=
（Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータにのみ適用）プレナムおよび 23
インチラックマウントブラケット

N540-CBL-BRKT-FN（Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータにのみ適用）ケーブルブラケッ
ト

N540-RCKMT-PLA（Cisco N540-6Z6G-SYSルータにのみ適用）ケーブルブラケット 19
インチラックマウントブラケット

ほとんどのシスコ製品マニュアルはオンラインで入手できます。Cisco NCS 500シリーズのサー
ビスルータに付属するシャーシポインタカードには、他のオンラインドキュメントへのリンク

と情報が記載されています。

（注）

製品が使用されていない場合は、最初の梱包状態または静電気防止用 PE袋に入れた密閉状態
でデバイスを保管してください。

（注）
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第 4 章

デバイスの設置

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「標準の警告文」に記載されている

安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 540低密度ルータの設置には、次のタスクが含まれます。

N540X-6Z18G-SYS-A/D、N540X-8Z16G-SYS-A/D、N540X-4Z14G2Q-A/D、および
N540X-6Z6G-SYSの各バリアントの設置手順はいずれも類似しています。ルータ間で異なる点
があれば、具体的に明記されています。

図は参照目的でのみ使用され、お使いの Cisco NCS 540バリアントによって異なる場合があり
ます。

（注）

•ラックの互換性（39ページ）
•ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ（42ページ）

ラックの互換性
次のラック仕様に従うことを推奨します。
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ラックタイプ
図 22 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

表 12 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

マウントフラン

ジの距離（Z）
ラック取り付け穴

の間隔（Y）
ラック前面の開口

（X）
ラックタイプ支柱タイプ

48.2 cm（19イン
チ）

46.5 cm（18.31イ
ンチ）

45 cm（17.75イン
チ）

48.3 cm（19イン
チ）

4支柱

2支柱

58.4 cm（23イン
チ）

56.6 cm（22.31イ
ンチ）

55.24 cm（21.75
インチ）

58.4 cm（23イン
チ）

4支柱

2支柱

Cisco Network Convergence System 540低密度ルータハードウェア設置ガイド
40

デバイスの設置

ラックタイプ



図 23 : 4支柱ラックタイプ
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図 24 : 2支柱ラックタイプ

ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ
Cisco NCS 540は、ラックにセットアップするか、壁付けするかを選択できます。

ラックマウント

デバイスには、デバイスの側面で固定されるラック取り付け用ブラケットが付属しています。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

表 13 : Cisco NCS 540低密度ルータのラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M3 X 0.5 X 6 mmフラットヘッドネジ8（48-101850-01）
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部品数量

SCR、M、PAN、PH、SEX、10-32 x 0.365"L、CSwZN、ニッケル合金2（48-101620-01）

LUG、FAST、UNIN、＃6AWG、＃10、2穴1（32-0619-01）

SCR、M、PAN、PH、12-24 x 0.49"L,、CSwZN、ニッケル合金4（48-101690-01）

LUG、FAST、UNIN、#6AWG、2穴、90度1（32-0670-01）

ルータにラックを取り付けるには、次の手順を実行します。

1. 次の手順に従って、ラックマウントブラケットとケーブルガイドをルータに取り付けま
す。

1. ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるよ
うにルータを配置します。

2. 穴が揃うように、ブラケットの耳をシャーシ側の前面または中央のラックマウントの
位置に合わせます。

3. 4本のM3ネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。

4. ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラ
ケットを取り付けます。

5. 4本の 12-24ネジを使用して、ルータをラックに取り付けます。

図 25 :前面の 19インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 26 :前面のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け

図 27 :中央の 19インチラックマウントブラケットの取り付け
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ステータスPWRFAN

MSS準備の失敗オレンジで点滅赤で点滅

TAM初期化の失敗グリーンで点滅オレンジで点滅

TAM準備の失敗赤で点滅オレンジで点滅

セキュア JTAGの失敗オレンジで点滅オレンジで点滅

SFPおよび SFP+ポートの LED
表 20 : SFPおよび SFP+ポートの LED

ステータス色LEDのラベル

管理がダウン消灯ステータス

1G/10Gポートのリンクがアッ
プ

緑色

障害、エラー、またはリンク

ダウン

黄

管理ポートの LED
表 21 :管理ポートの LED

ステータス色LEDのラベル

1000 Mbpsのリンクがアップ緑色左側の LED

1000 Mbpsのアクティビティ緑色に点滅

100/10Mbpsのリンクがアップオレンジ

100/10Mbpsのアクティビティオレンジに点滅

Link is down消灯

未使用オフ右側の LED
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システムの仕様
Cisco NCS 540の特定のトラブルシューティングをサポートすることで、トラブルシューティ
ングのプロセスを支援する次のタスクを実行できます。

重量および消費電力

物理仕様と消費電力については、『Cisco Network Convergence System 540 Small Density Router
Data Sheet』[英語]の「Cisco NCS 540 chassis specification」を参照してください。

環境仕様

環境仕様の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Small Density Router Data
Sheet』[英語]の「Environmental properties for NCS 540 fixed systems」を参照してください。

温度制限

次の表は製品 ID（PID）で識別される特定の光モジュールを使用した場合のNCS 540シャーシ
でサポートされる最大動作温度範囲を示しています。詳細は次のとおりです。

•光モジュール：光モジュールのモデル。

•シャーシPID：これらの光モジュールをサポートする特定のシャーシまたはシステムの製
品 ID。

• MSLでサポートされるシステムの最大・最小動作温度：平均海抜高度（MSL）でNCS 540
システムがサポートする最大動作温度。

•サポートされるポート：光モジュールを取り付け可能なシャーシ上の特定のポート。

表 22 :温度制限

サポートされるポートMSLでの
最大動作

温度

シャーシの PID光モジュール

• P24～ P31

• P18～ P23

• P18～ P23

• +55°C• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-LR-PM-D-I

• P24～ P31

• P18～ P23

• P18～ P23

• +55°C• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-SR-PM-D-I
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サポートされるポートMSLでの
最大動作

温度

シャーシの PID光モジュール

• P24～ P31

• P18～ P23

• P18～ P23

• +45°C• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-ER-PM-D-I

EMC準拠
この表は、特定の光モジュールを使用した場合の、各 NCS 540中密度ルータモデルでサポー
トされるポート最大数を示しています。詳細は次のとおりです。

•光モジュール：光モジュールのモデル。

•シャーシPID：これらの光モジュールをサポートする特定のシャーシまたはシステムの製
品 ID。

•サポートされるポートの最大数：電磁適合性（EMC）および電磁干渉（EMI）の規格に適
合するために、シャーシ上でサポートできるポートの最大数を指します。

表 23 : EMC準拠

サポートされるポートの

最大数

シャーシの PID光モジュール

[6]• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-LR-PM-D-I

[6]• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-SR-PM-D-I

6• N540X-8Z16G-SYS-A/D

• N540-6Z18G-SYS-A/D

• N540X-6Z18G-SYS-A/D

S10G-ER-PM-D-I
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RJ45コネクタ
RJ45コネクタは、カテゴリ 3、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、カテゴリ 6、カテゴリ 6Aのいずれ
かのフォイルツイストペアケーブルまたはシールドなしツイストペアケーブルを、外部ネッ

トワークから次のモジュールインターフェイスコネクタに接続します。

•ルータのシャーシ

• CONSOLEポート

• MGMT ETHポート

GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP
ケーブルを使用する必要があります。

注意

次の図は、RJ45コネクタを示しています。

図 71 : RJ45コネクタ

送信データ（双方向）1

NC（未接続）2

トランシーバおよびケーブルの仕様

このルータでサポートされるトランシーバとケーブルを確認するには、『Cisco Transceiver
Modules Compatibility Information』[英語]を参照してください。

トランシーバの仕様と取り付けに関する情報を確認するには、『Cisco Transceiver Modules Install
and Upgrade Guides』[英語]を参照してください。
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RJ-45 ToDまたは 1-PPSポートのピン割り当て

このセクションは、Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータには適用されません。（注）

次の表に、RJ-45 ToDまたは 1-PPSポートのピン割り当ての要約を示します。

表 24 : RJ-45 ToDまたは 1-PPSポートのピン割り当て

説明方向信号名ピン

該当なし該当なし該当なし1

該当なし該当なし該当なし2

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_N3

該当なし該当なしGND4

該当なし該当なしGND5

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_P6

Time-of-Day文字出力または入力TOD_N7

Time-of-Day文字出力または入力TOD_P8

コンソールポートのピン割り当て

次の表に、コンソールポートのピン割り当ての要約を示します。

表 25 :コンソールポートのピン割り当て

説明方向信号名ピン

Auxコンソール送信出
力、RS232

出力ACONS-TX1

該当なし該当なしNC2

コンソールRS232送信出力CONS-TX3

接地該当なしGND4

接地該当なしGND5

コンソールRS232受信入力CONS-RX6
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説明方向信号名ピン

Auxコンソール受信入
力、RS232

入力ACONS-RX7

該当なし該当なしNC8

アラームポートのピン割り当て

次の表に、アラームポートのピン割り当ての要約を示します。

表 26 :アラームポートのピン割り当て

説明信号名ピン

アラーム入力 1ALARM1_IN1

アラーム入力 2ALARM2_IN2

該当なしNC3

アラーム入力 3ALARM3_IN4

アラーム入力 4ALARM4_IN5

該当なしNC6

該当なしNC7

アラーム入力 COMALARM_I_COMMON8

アラームの説明を設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# �H�Q�Y�L�U�R�Q�P�H�Q�W�D�O�D�U�P���F�R�Q�W�D�F�W�F�R�Q�W�D�F�W���Q�X�P�E�H�U�G�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q
�G�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q

アラームの重大度を設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# �H�Q�Y�L�U�R�Q�P�H�Q�W�D�O�D�U�P���F�R�Q�W�D�F�W�F�R�Q�W�D�F�W���Q�X�P�E�H�U�V�H�Y�H�U�L�W�\
[�F�U�L�W�L�F�D�O�_ �P�D�M�R�U�_ �P�L�Q�R�U] [

アラームのトリガーを設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# �H�Q�Y�L�U�R�Q�P�H�Q�W�D�O�D�U�P���F�R�Q�W�D�F�W�F�R�Q�W�D�F�W���Q�X�P�E�H�U�W�U�L�J�J�H�U
[�R�S�H�Q�_ �F�O�R�V�H�G]

最大 4つの外部アラームを設定できます。（注）
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contact-numberは、接続されたアラームポートのピン番号です。つまり、Alarm入力 1〜Alarm
入力 4です。

description文字列は最大 80文字の英数字で指定し、生成されるすべてのシステムメッセージ
に表示されます。

severityには、critical、major、または minorのいずれかを入力します。

説明と重大度は両方とも必須の値です。

アラームの詳細を表示するには、adminモードで show alarmsコマンドを使用します。show
loggingコマンドを使用すると、syslogエラーおよびイベントロギングの状態を表示できます。

SNMPトラップは、システムで発生またはクリアされたすべての外部アラームに対して送信さ
れます。

USBポートコンソールのピン割り当て
次の表に、USBポートコンソールのピン割り当ての要約を示します。

表 27 : USBポートコンソールのピン割り当て

説明信号名ピン

+5 VDCVCCA1

Data–D–A2

Data+D+A3

アースGNDA4

USBポートメモリのピン割り当て
次の表に、USBポートメモリのピン割り当ての要約を示します。

表 28 : USBポートメモリのピン割り当て

説明信号名ピン

+5 VDCVCCA1

Data–D–A2

Data+D+A3

アースGNDA4
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管理イーサネットポートのピン割り当て

次の表に、管理イーサネットポートのピン割り当ての要約を示します。

表 29 :管理イーサネットポートのピン割り当て

信号名ピン

TRP0+1

TRP0–2

TRP1+3

TRP2+4

TRP2–5

TRP1–6

TRP3+7

TRP3–8

GPSポートのピン配置
次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。

このセクションは、Cisco N540-6Z18G-SYS-A/Dルータには適用されません。（注）

表 30 : GPSポートのピン配置

1PPS（入力および出力）10 MHz（入力および出力）カテゴリ

入力：方形パルス

出力：方形パルス

入力：正弦波

出力：正弦波

波形

入力： > 1.2V

出力：> 2.5V

入力：> 1.7ボルト p-p

出力：> 2.2ボルト p-p

振幅

50オーム50オームインピーダンス

50%のデューティサイクル50%のデューティサイクルパルス幅

出力：5ナノ秒入力：AC結合立ち上がり時間
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AC電源コードの仕様
サポートされる電源ケーブルの詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Small
Density Router Data Sheet』[英語]の「Ordering information for power cables supported on NCS 540」
を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/routers/network-convergence-system-500-series-routers/datasheet-c78-744713.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/routers/network-convergence-system-500-series-routers/datasheet-c78-744713.html
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